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1 『レトリックと人生』日本語版説明文 大修館書店 1986 年 2 月
2 「隠喩」『ブリタニカ国際大百科事典』 Copyright (c) 2014 Britannica Japan Co. Ltd.




























4 ジョージ・レイコフ，マーク・ジョンソン『レトリックと人生』大修館書店 1986 年 2 月　pp.2-4
5 「メタファーが効果的な理由とは」『心理学ラボ』  https://sinrigakulab.com/
6 『百度百科』https://baike.baidu.com/item/ 隐喻 /62240?fr=aladdin
7 これについて最近の論述として以下のものがある :石云涛《沧海虽然阔 诗情接扶桑——中日关系与交
流在唐诗中的反映》，《武汉科技大学学报（社会科学版）》2019 年 05 期 ;  陈尚君《睿山新月冷 台峤古
风清——唐代的中日交往诗歌》，《古典文学知识》2020 年 03 期。




























9 張偉雄『日中文人の明治期交遊録』大樟樹出版社　2019 年 6 月　54 頁
10 同上　52 頁
11 叶渭渠《中日古代诗歌学的传统与交流》，《日本研究》1988 年 03 期。
12 陈友康《中日文学交流中的诗词唱酬问题》，《学术探索》2009 年第 5期。
13 杨起《日本汉诗吟咏现状及其与中日交流的关系》，《安徽农业大学学报（社会科学版）》2014 年 01 期。
14 顾衷国《从唐诗看唐朝的中日文化交流》，《嘉兴师专学报》1982 年 01 期。


























16 邓阿宁《论唐代中日往来诗歌交流》，《重庆大学学报（社会科学版）》2002 年 03 期。
17 Aristotle. Poet. 1457b,　“Metaphor is the application of a strange term either transferred from 
the genus and applied to the species or from the species and applied to the genus, or from one 
species to another or else by analogy.”
 http://www.perseus.tufts.edu/hopper/text?doc=Perseus%3Atext%3A1999.01.0056%3Asection%3D
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20 長屋王，天武天皇 5年（676 年）-神亀 6年（729 年），飛鳥時代から奈良時代にかけての皇族。太政大臣・
高市皇子の長男。官位は正二位・左大臣。『唐大和上東征伝』によると，長屋王が唐に送った千着の
袈裟に「山川異域 風月同天 寄諸仏子 共結来縁」と刺繍されていた。これに心を動かされた鑑真は日
本行きを決意したという。
21 『全唐詩』第 732 巻 -11「繍袈裟衣縁」原题注：明皇时，长屋尝造千袈裟，绣偈于衣缘，来施中华。真
公因泛海至彼国传法焉。（唐明皇の時代，長屋が嘗て千着の袈裟を造り偈語を刺繍して中華に届けて
きた。鑑真はこれに因って海を渡り日本に仏法の伝授に行かれた。）
22 鑑真大和上（688 ～ 763 年）唐招提寺の説明文 :「天宝元年（742），第９次遣唐使船で唐を訪れていた
留学僧栄叡，普照から，朝廷の「伝戒の師」としての招請を受け，渡日を決意。その後の 12 年間に
５回の渡航を試みて失敗，次第に視力を失うこととなりましたが，天平勝宝５年（753），６回目にし




























この中の「豈曰無衣，与子同裳（豈に衣無しと曰い，子と裳を同じうせんや）は 2月 10 日，
日本のフォビジャパン株式会社は中国の第一線の医療関係者に 3300 着の防護服と 6000 足




25 中国「新華社」2020 年 2 月 12 日

























































29 巨贊法師（1908 ～ 1984），江蘇江陰縣の人。本名は潘楚桐。民國二十年（1931）杭州の靈隱寺に出家，
法名は傳戒。字は定慧，巨贊。戦後中国仏教協会副会長など歴任。1984 年 77 歳北京で逝去。
30 細井友晋，1906（明治 39）年 8月，愛知県生まれ。14 歳に名古屋の日蓮宗寺院・本遠寺で得度する。
1934（昭和 9）年，名古屋の妙伝寺住職に着任した。1951（昭和 26）年 4月，京都の日蓮宗本山・立

































33 鍋倉健悦『異文化間コミュニケーション入門』丸善出版　1997 年　16 頁
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